
                        

平
成
30
年
1
月
13
日
（
土
）
の
四

役
会
議
及
び
執
行
委
員
会
に
引
き
続

き
友
愛
労
働
歴
史
館
（
三
田
会
館
８

階
）
で
、
間
宮
悠
紀
雄
事
務
局
長
か
ら

「
民
主
的
労
働
運
動
の
歴
史
と
理
論

～
同
盟
の
今
日
的
意
義
を
探
る
～
」 

                        

と
題
し
、
常
設
展
見
学
・
労
働
運
動
の

歴
史
な
ど
解
説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
下
、
研
修
内
容
を
要
約
い
た
し
ま

し
た
。 

  

【
民
主
的
労
働
運
動
の
曙 

～
福
沢
諭
吉
と
友
愛
会
～
】 

明
治
27
年
、
福
沢
諭
吉
ら
は
惟
一

館
（
現
友
愛
会
館
）
を
建
設
し
、
米
国

か
ら
招
い
た
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
会
の

活
動
を
支
え
ま
し
た
。
そ
こ
に
職
員

と
し
て
所
属
し
て
き
た
鈴
木
文
治
に

よ
り
友
愛
会
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
福

沢
諭
吉
と
友
愛
会
に
は
直
接
の
関
係

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
彼
の
「
独
立
自
尊
」

や
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
会
の
「
人
間
の

尊
厳
」
が
友
愛
会
の
理
念
「
自
由
、
自

主
独
立
、
人
格
向
上
」
と
通
底
し
て
い

る
こ
と
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
会
を
支

え
、
鈴
木
文
治
が
そ
れ
ら
に
影
響
を

受
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ゆ
か
り
の

人
物
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

【
戦
前
の
労
働
運
動 

～
労
働
組
合
主
義
～
】 

大
正
時
代
の
友
愛
会
は
革
命
主
義

や
実
利
主
義
、
共
産
・
階
級
主
義
な
ど

の
組
合
主
義
が
あ
る
中
、
友
愛
・
人
格

向
上
主
義
を
貫
き
、
労
働
者
が
自
主

的
に
労
働
条
件
の
維
持
改
善
、
経
済

的
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
中
心

に
据
え
た
活
動
を
し
て
お
り
、
友
愛

会
綱
領
に
は
「
相
愛
扶
助
、
人
格
の
陶

冶
・
技
術
の
進
歩
、
経
済
的
地
位
の
改

善
」
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。 

当
時
の
友
愛
会
を
支
え
た
一
人
で
あ

る
賀
川
豊
彦
は
「
生
存
権
、
労
働
権
、

人
格
権
」
を
基
本
に
、「
自
由
労
働
組

合
、
漸
進
、
合
法
、
非
暴
力
、
人
格
中

心
、
産
業
民
主
」
な
ど
の
主
義
主
張
を

展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。 

友
愛
会
か
ら
発
展
し
た
総
同
盟
（
戦

前
）
は
「
健
全
な
る
労
働
組
合
主
義
」

を
標
榜
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
革
命
を

目
指
す
階
級
的
運
動
、
旧
態
的
な
使

用
者
側
組
合
主
義
の
両
軸
に
対
抗
す

る
理
念
で
し
た
。 

 

【
戦
後
の
労
働
運
動 

～
民
主
的
労
働
運
動
の
継
承
～
】 

敗
戦
後
、
労
働
組
合
の
育
成
政
策

が
展
開
さ
れ
る
と
同
時
に
相
次
い
で

労
働
組
合
が
活
発
に
結
成
さ
れ
ま
す
。

大
き
く
は
総
同
盟
、
産
別
会
議
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
総
評
や
全
労
会
議
の

結
成
、
や
が
て
労
働
４
団
体
（
同
盟
、

総
評
、
中
立
労
連
、
新
産
別
）
時
代
、

そ
し
て
民
間
連
合
、
官
民
統
一
連
合

へ
と
変
遷
し
て
い
き
ま
す
。
現
在
あ

る
組
合
の
多
く
が
こ
れ
ら
の
流
れ
の

中
で
何
ら
か
の
形
で
端
を
発
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
戦
後
の
国
内
外
情
勢
や
社

会
経
済
の
変
化
に
伴
う
か
の
よ
う
に
、

労
働
運
動
も
離
合
集
散
を
繰
り
返
し

全国自治団体労働組合連合 

ふりーじあ 第３３号  

発行日 平成３０年３月 

    自治労連教宣部発行 

http://www.jichirouren.jp ふりーじあ １頁 

自治労連 

新聞 

本部 〒114-8508 東京都北区王子本町 1-15-22 北区役所 B1 全連協事務所内 (03)3907-5177 

友
愛
会
館
で
執
行
部
研
修
を
開
催 

平成 30年 1月 14日（日）、東京都港区の友愛会館に

おいて、執行部研修を開催し、 

「友愛会」や「総同盟」の理念、労働運動の歴史な

どを改めて学びました。 

 

 



ま
す
が
、
民
主
的
労
働
運
動
の
理
念
は
引
き

継
が
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
総
同
盟
憲
章
の
「
人

間
尊
重
の
精
神
、
労
働
者
の
生
活
と
地
位
向

上
を
達
成
せ
ん
と
す
る
社
会
正
義
の
精
神
、

現
実
を
踏
ま
え
て
改
善
を
積
み
重
ね
て
ゆ
こ

う
と
す
る
現
実
主
義
の
建
設
的
精
神
」、全
労

会
議
憲
章
の
「
人
間
の
尊
厳
を
す
べ
て
の
人

間
が
尊
重
す
る
こ
と
を
基
調
と
し
、
自
由
と

民
主
主
義
と
社
会
正
義
を
自
由
に
し
て
民
主

的
な
労
働
組
合
の
原
則
と
し
て
、
こ
こ
に
確

認
し
宣
言
す
る
」、
同
盟
憲
章
の
「
①
働
く
者

の
人
間
性
向
上
、
幸
せ
の
拡
大
、
②
進
歩
と

繁
栄
と
社
会
正
義
の
実
現
、
③
自
由
と
民
主

主
義
の
原
則
を
守
る
、
④
国
民
と
と
も
に
歩

む
」
で
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。 

 

【
同
盟
の
今
日
的
意
義
】 

労
働
運
動
黎
明
期
に
創
設
さ
れ
た
友
愛
会

の
歴
史
と
伝
統
を
引
き
継
い
だ
中
央
労
働
団

体
で
あ
り
、
日
本
で
唯
一
、
国
際
組
織
（
Ｉ

Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
）
に
加
盟
し
、
中
央
・
地
方
が
一

体
と
な
っ
た
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
ゆ
え

に
事
実
上
、
た
だ
一
つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
と
さ
れ
た
。
個
人
主
義
に
立
脚
し
全
体

主
義
と
闘
い
、
労
働
者
階
級
・
革
命
論
に
立

た
ず
、
改
革
・
漸
進
の
立
場
で
、
国
民
と
共

に
歩
む
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。 

私
た
ち
は
今
、
連
合
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル

セ
ン
タ
ー
に
加
盟
し
て
い
ま
す
が
、
連
合
が

「
友
愛
会
の
再
来
で
あ
り
、
同
盟
体
へ
発
展

し
、
我
々
の
理
念
（
綱
領
）
を
目
的
と
行
動

に
反
映
で
き
て
い
る
」
と
明
確
に
感
じ
ら
れ

る
で
し
ょ
う
か
。改
め
て
原
点
に
立
ち
返
り
、

自
治
労
連
が
担
う
役
割
を
再
認
識
し
、
行
動

に
移
す
と
き
が
き
て
い
ま
す
。 

是
非
、自
治
労
連
構
成
組
織
の
皆
さ
ん
も
、

機
会
を
お
つ
く
り
い
た
だ
き
、
友
愛
会
館
を

お
訪
ね
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

【
中
央
執
行
委
員
会 

教
育
宣
伝
部
】 

                    

                              

                              

間宮事務局長からのメッセージ 

「労働組合は労働諸条件の維持・向上、 

経済的地位の改善を図るだけではなく、 

個人主義・自由主義を尊重する労働者を 

育むもの。 

それはリクリエーション（人間再創造） 

であり崇高な理念なのです」。 

全
国
か
ら
集
っ
た
仲
間
た
ち 

熊
本
地
震
の
被
災
状
況
を
知
る 

平成 29年 11月 18日(土)、ユース世代単組間交流会を開催しました。 

集合場所は熊本城のお膝元、桜の馬場 城彩苑。 

参加者の皆さんは集合時間前から、熊本城・城彩苑界隈で、熊本城

の歴史や観光情報、熊本名物等をお楽みいただけたようです。 
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【
桜
の
馬
場 

城
彩
苑
～
益
城
町
】 

 

 

熊
本
城
は
昨
年
の
熊
本
地
震
か
ら
の
修
復

工
事
の
た
め
立
ち
入
り
制
限
と
な
っ
て
お
り
、

残
念
な
が
ら
ご
案
内
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
後
熊
本
城
の
修
復
完
了
の
暁
に
は
、

皆
さ
ん
の
ご
来
熊
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

本
来
は
昨
年
熊
本
市
で
単
組
間
交
流
を
行

う
予
定
で
し
た
が
、
熊
本
地
震
へ
の
対
応
の

た
め
実
施
困
難
と
判
断
し
た
際
に
、
山
口
県

周
南
市
に
て
交
流
会
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
周
南
市
役
所
職
員
組
合
の
皆

様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

ま
ず
、
歩
い
て
市
民
会
館
ま
で
移
動
し
、

バ
ス
に
て
熊
本
市
内
か
ら
熊
本
地
震
の
震
源

地
の
益
城
町
へ
。
車
内
に
て
福
田
執
行
委
員

長
が
挨
拶
を
行
い
、
熊
本
市
の
現
状
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
阿
部
ユ
ー
ス
部
長
よ
り
熊
本
地

震
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
被
災
者
で
も

あ
り
、
支
援
者
で
も
あ
る
公
務
員
の
立
場
と

し
て
、
当
時
の
経
験
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、益
城
町
で
仮
設
住
宅
を
２
ヶ
所(

テ
ク

ノ
仮
設
住
宅
、赤
井
仮
設
住
宅)

車
内
か
ら
見

学
し
ま
し
た
。
震
災
か
ら
１
年
と
半
年
が
既

に
経
っ
て
お
り
、
被
災
家
屋
の
解
体
も
ほ
ぼ

完
了
し
、
地
震
が
過
去
の
も
の
と
感
じ
る
中

で
、
仮
設
住
宅
の
存
在
は
、
地
震
を
想
起
さ

せ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

県
外
の
方
に
は
、
こ
こ
で
地
震
が
あ
っ
た

と
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

 

【
嘉
島
町
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
工
場
】 

 

益
城
町
の
見
学
後
は
、
嘉
島
町
の
サ
ン
ト

リ
ー
ビ
ー
ル
工
場
へ
。 

サ
ン
ト
リ
ー
の
ビ
ー
ル
工
場
は
、
特
に
水
が

美
味
し
い
と
さ
れ
る
場
所
を
選
定
し
て
建
設

さ
れ
て
お
り
、
日
本
に
４
箇
所
し
か
な
く
、

群
馬
、
東
京
、
京
都
に
続
い
て
熊
本
県
嘉
島

町
に
あ
り
ま
す
。 

               

工
場
到
着
後
は
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
の
も 

と
、
約
70
分
間
プ
レ
ミ
ア
ム
モ
ル
ツ
の
作
製

工
程
を
見
学
し
ま
し
た
。 

      

そ
の
中
で
も
、
昨
年
の
熊
本
地
震
に
よ
る
被

災
の
説
明
が
あ
り
、
現
在
見
学
ス
ペ
ー
ス
の

天
井
は
、
地
震
対
策
と
し
て
、
揺
れ
に
よ
り

剥
落
し
た
場
合
で
も
怪
我
の
な
い
よ
う
に
紙

に
近
い
軽
い
品
質
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

見
学
後
は
お
楽
し
み
の
試
飲
が
あ
り
、
３

種
類
の
ビ
ー
ル
を
楽
し
み
な
が
ら
の
交
流
が

あ
り
ま
し
た
。 

工
場
の
あ
る
御
船
町
も
地
震
に
よ
る
被
災

家
屋
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
熊
本
地
震
も
過

去
の
記
憶
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。 

 
【
懇
親
会
】 

 
ビ
ー
ル
工
場
見
学
後
は
バ
ス
に
て
熊
本
市

役
所
に
移
動
。
そ
の
後
懇
親
会
会
場
へ
向
か

い
ま
し
た
。
ユ
ー
ス
世
代
の
皆
さ
ん
と
交
流

し
、
杯
を
交
わ
し
て
呑
み
食
べ
を
で
き
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

                 

ま
た
、
そ
の
中
で
熊
本
地
震
の
経
験
談
を
お

話
し
た
際
に
、
皆
さ
ん
真
剣
な
顔
で
聞
い
て

い
た
だ
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、懇
親
会
も
２
次
会
、３
次
会
と
続
き
、

本
当
に
楽
し
く
貴
重
な
時
間
を
共
に
過
ご
せ

た
と
思
い
ま
す 

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
熊
本
市
へ
お
寄
り
の

際
は
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
お
も
て
な
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

【
熊
本
市
役
所
第
一
職
員
労
働
組
合
ユ
ー
ス
部
】 

 

 

桜
の
馬
場 

城
彩
苑
そ
し
て
益
城
へ

町 

嘉
島
町 

熊
本
が
誇
る
工
場 

見
学 

さ
ら
に
交
流
を
深
め
ら
れ
た
夜 

▲お楽しみのビール試飲中！ 

▲同じ世代同士、楽しく過ごした懇親会 
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八代市役所職員組合では、結成７０周年を祝い、

各課代議員、元執行役員を含め総勢９０名の出席

のもと、記念式典を開催しました。 

オープニングセレモニーは、県内外で幅広く活躍

される秀岳館高校雅太鼓部に雅太鼓を披露して

いただきました。常に前を向き笑顔で演奏する姿

と、力強い演奏の迫力に魅了され、感動的な幕開

けとなりました。 

主催者挨拶では、中川執行委員長が｢これまでの

歴史を振り返ると組合の歴史が示す通り、その時

代を担う者が直面した課題に対して最善の方法

で解決を導き出してきたことが今日に繋がり、ま

たそれを今私たちが次の世代へ継承しなければ

ならない。また、職員組合は時代のニーズに応え

る集団であることが求められている｣と述べまし

た。 

続いて、多数の来賓を代表して関谷中央執行委員

長より、７０周年を祝うと共に、今後の発展を祈

願する祝辞をいただきました。 

功労者表彰では、平成 17～18 年まで当組合の執

行委員長をされた川田様より「あっという間の 

八代市役所職員組合７０周年記念式典を開催 

～未来に向かって結束を深めよう～ 
平成３０年２月９日(金) 

場所 八代グランドホテル 

 

１０年だったが、これから先の１０年があっとい

う間とならぬよう一日一日を大切に過ごしてほ

しい」との言葉をいただきました。 

会場では、これまでの歴史を振り返るＤＶＤを鑑

賞しながら、和やかな雰囲気の中、思い出深い映

像に昔を懐かしむ声があちこちから聞こえてき

ました。 

今回の記念式典開催は、７０年という歴史を振り

返ると共に、これから先の未来に向かって、組合

員同士の結束を深め、自治労連の発展を祈願す

る、当組合らしく素晴らしい場となりました。 

これから当組合は日々多様化する公務の重責を

自覚しつつ、人の役に立ちたいと志し、この職を

選んだ頃の初心に帰り、自治労連の綱領に掲げる

「自由にして、民主的な労働運動」という理念の

確かさを胸に突き進んでいきます。 

 今後とも八代市役所職員組合の発展のため、自

治労連各単組の皆様のなお一層のご指導、ご鞭撻

をお願い申し上げます。 

 

【八代市役所職員組合】 

 

祝 

ふりーじあ ４頁 


